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宮城県教職員時間外勤務 １８％が月８０時間超 昨年１０月 

 

正規の勤務時間外に月８０時間以上在校した県内の教職員は昨年１０月、１８.２％に上

ったことが、県教委の調べで分かった。該当者は前月比の約１.６倍となった。文化祭や新

人戦で部活動の時間が増えたことが主な要因とみられる。 

県立の中学校、高校、特別支援学校計９２校の教職員５７０８人を対象に調査した。１

０月に時間外の在校時間が８０時間を超えたのは高校（教職員数４１３１人）が２４.６％

で４人に１人の割合。２００時間を超えた教職員も３人いた。 

中学校（同３２人）は４６.９％。特別支援学校（同１５４５人）は０.７％だった。 

県教委によると、時間外の業務内容は高校の場合、部活動や課外活動が４５.５％で最も

多く、次いで教材研究・教科指導が１９.３％だった。 

１１月の該当者は高校１２.４％、中学校３１.３％、特別支援学校０.１％にそれぞれ減っ

た。 

時間外の勤務が４５時間を超えた月が３カ月連続した教職員の割合は、高校が３１.３％、

中学校が６５.６％、特別支援学校が３.８％だった。 

調査は、県教委の健康管理対策実施要領に基づき昨年９月から毎月実施している。 


